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2自己紹介

田中陽一郎

東北大学 総長特別補佐・特任教授
IEEE Life Fellow

東北大学、企業、米国シリコンバレーにて一貫して大容量データストレージ研究開発に従事。
世界中全てのデータセンターで使われている垂直記録ハードディスク装置の世界初
実用化に成功。世界シェア100％！

2016年に産業界から大学に移籍。コンピュテーショナル・ストレージ研究、
ICTで豊かな社会創りを目指すスマート地域「The Greenest Area」
構想を推進。

内閣府革新的研究開発推進プログラムのプログラムアド
バイザー、「みやぎDX推進ポリシー策定懇話会」
委員などを歴任。山形県DX推進ラボディレクター、
NHK放送技術研究所アドバイザ等を務める。



3本日の内容

1. 東北大学の基本方針三本柱

2. 学術的インパクトから社会的インパクトへ

3. 投資を呼び込む大学と地域社会

4. 全方位・多層的な連携方針

5. 先端研究ハブをレバレッジする戦略的都市投資

6. まとめ



唯一の国際卓越研究大学として：東北大学の世界貢献 三本の柱 4

３つのコミットメント

に基づく
システム変革

平和で公正な人類社会の実現に貢献
建学の理念を礎として知・人材・社会価値を創出

実学尊重 門戸開放

研究第一

Ⅰ. Commitment for Impact
未来を変革する社会価値の創造

Ⅱ. Commitment for Talent
多彩な才能を開花させ未来を拓く

Ⅲ. Commitment for Change
変革と挑戦を加速するガバナンス

新たな知識経営体として機能拡張し、社会・世界への波及を拡大

卓越性の追求

社会価値の創造 多様性と開放性

規制緩和等と連動したシステム改革先入観にとらわれない大胆な変革

A) 国際的に卓越した研究エコシステム
（学術的インパクト）
Research Excellence

B) 世界に変化をもたらす研究展開
（社会的インパクト）
Impactful Research and Innovation

A) 世界の研究者を惹きつける研究環境
Campus for Aspiring Minds

B) 世界に挑戦する学びの創造
Gateway to New Venture

A) 全方位の国際化
Full-Scale Global Readiness

B) 機動的で責任ある経営とガバナンス
Responsive and Responsible Governance



研究インパクトを生み出す多様性と戦略性

基盤的研究強化多
様
性

戦
略
性

分野融合研究強化
戦略的に重要なリサーチフロントを
特定し次世代の核形成を促進

トップレベル
研究強化

大学の強みと社会からの要請を考慮した
戦略的研究を推進
World-class Critical Massの形成

PIの自由な発想による多様な
研究活動を長期的視野から促進

従来型講座制からフラットで
機動的なユニット型研究体制へ

リサーチクラスター（RC）
日本学、宇宙創成物理学、機械科学技術、
データ科学、統合化学、食科学

研究所機構、研究共創体
半導体・AI・量子など

コアリサーチクラスター（CRC）
5つのトップレベル研究拠点

国際卓越人事トラックの整備

EMCRのための独立研究環境の整備

研究支援制度の強化
※EMCR: 初期・中堅キャリア研究者

5

コアリサーチクラスター（CRC）

材料科学 スピントロニクス災害科学 未来型医療 環境・地球科学

三階層の研究力強化パッケージ



学術的インパクトから社会的インパクトへ 6

世界に開かれた社会価値創造プラットフォームとしての大学へ

科学技術イノベーション 持続可能社会 人類のウェルビーイング

ライフサイエンス

東北メディカル・メガバンク

データ駆動による
未来型医療・ヘルスケアの開拓

人文社会科学
29大学

支倉リーグ

統合日本学 AI共生社会

新しい日本学研究の展開
国際価値共創

スピントロニクス材料科学

ものづくり・環境・エネルギー・食
品・農業・医療等への横断的波及

ナノテラス（新たなPPP事業モデル） 半導体テクノロジー共創体

半導体産業競争力の強化
グリーンな未来への貢献

災害科学

仙台防災枠組

災害科学国際研究所グローバルアジェンダへ

総合知に基づく地球規模課題の解決
レジリエントな社会の創造



大学と都市のコ・デザイン（Co-Design）

500m

半導体テクノロジー共創体
国内最大の半導体R＆Dプラットフォーム

東北メディカルメガバンク機構
日本最大の一般住民バイオバンク（15万人）

東北大学病院
80万人の臨床データ

地下鉄 仙台駅

研究所機構
共創拠点の機能統合による国際研究プラットフォーム

3GeV高輝度放射光施設 ナノテラス
世界でも類のないコアリション型整備方式
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都市部の全キャンパスをイノベーションの場として創造
• 東北大学キャンパス：市街中心部330万㎡の共創空間
• 土地売却収入を含む自己財源（約260億円）により、

新キャンパス整備にかかる全ての費用を拠出
• 仙台市と連携し、2015年に地下鉄東西線が開業

サイエンスパーク
4万m2



8投資を呼び込み発展するサイエンスパーク事業

国際集積エレクトロニクス
研究開発センター

※建物レイアウトはイメージ

青葉山ユニバース
2024年2月完成

国際放射光イノベーション・
スマート研究棟

2024年1月完成

⚫ 世界最先端フラグシップファシリティを戦略的に整備、企業のR&D拠点に

⚫ 戦略技術領域の研究ハブを形成（半導体、AI、バイオ、量子、マテリアル等）

⚫ 土地売却収入を含む自己財源（約260億円）により新キャンパスを整備

⚫ 新営2棟が2024年に竣工。大学債（100億円）を活用して新棟を整備

マテリアル・イノベー
ション・センター

レアメタル・グリーン
イノベーション

研究開発センター

レジリエント社会構築
イノベーションセンター

東北大学青葉山新キャンパス

3GeV高輝度放射光施設
NanoTerasu

2024年４月本格稼働

サイエンスパーク：4万㎡
産学官が結集して、大学とともに社
会価値創造を行う共創の場を整備

アンダー・ワン・ルーフ型
産学共創拠点

3GeV高輝度放射光施設 ナノテラス 
• ナノスケール現象を可視化する巨大な顕微鏡
• 建設段階から民間投資を呼び込む世界でも類

のない整備方式
• 出資意向は企業・大学・研究機関等約150件

PB級ストレージ

スパコン「AOBA-1.5」
ベクトル型としては世界一の性能

https://asset.tohoku.ac.jp/wp-content/uploads/2020/06/incrs.pdf
https://asset.tohoku.ac.jp/wp-content/uploads/2020/06/ramgi.pdf


9サイエンスパークに新営２棟が稼働（2024年4月）

国際放射光イノベーション・
スマート研究棟

文部科学省の補助金により整備

アントレプレナーホール

青葉山ユニバース
経済産業省の補助金により整備

グリーン/ 
宇宙

宇宙環境試験室
（クリーンルーム約 85 ㎡）

半導体

材料科学

3GeV高輝度放射光施設
NanoTerasu

衛星開発室
（クリーンルーム約 70 ㎡）

スタート
アップ企業

民間企業

ナノテラス
研究群

レンタル
ラボ

青葉山ユニバース： 半導体、材料科学、グリーン、宇宙研究分野のスタートアップ企業と民間企業

国際放射光イノベーションスマート研究棟： ナノテラス研究群



10放射光施設の国際ネットワークの形成

世界の主な放射光施設と関連大学・研究機関との戦略的連携

APS：シカゴ大

NSLS-Ⅱ：
NYストーニー
ブルック大

CHESS：コーネル大

CLS：サスカチュワン大

LNLS：
カンピーナス大

MAX-Ⅳ：ルンド大

SOLEIL：
パリ・
サクレー大

PETRAⅢ：
ハンブルグ大

SLS：PSI/ETH

DIAMOND：
オックス
フォード大

ESRF：
グルノーブ
ル工科大

Elettra：
トリエステ大

TPS：
清華大

SSRF：上海応
用物理学研究所

AS：ANSTOメルボルン大

PLS：
浦項工
科大

SPring-8：理研

世界主要放射光施設サミット
東北大学の呼びかけで2019年より開始

世界主要20施設の所長が参画

2023年10月に第5回を開催
Chair

J. Hastings, SLAC, USA

NanoTerasu
：東北大

SLAC：スタンフォード大
ALS：UCバークレー



東北大学ベンチャーキャピタルとスタートアップの活躍 11

東北大学発
ベンチャー企業数

199社
※経済産業省 令和5年度大学発
ベンチャー実態等調査

全国トップクラスの創出数 国内未上場スタートアップ
上位20社のうち1社が東北大学発

出典： STARTUPDB
（2023.1.18時点）

クリーンプラネット

新水素エネルギー実用化研究
想定時価総額8位（ユニコーン）

東北大学ベンチャーパートナーズ(株)

23％

19％
8％

35％

15％

素材・材料

エレキ・デバイス

機械・加工

情報通信・サービス

医療・バイオ

⚫ 1号ファンド
2015年8月組成 96.8億円：26社投資

⚫ 2号ファンド
2020年10月組成 78億円：19社投資

4割弱がGX関連ス

タートアップ

IPO実績6件
2020年12月28日東証マザーズ上場

「クリングルファーマ株式会社」
2021年9月24日東証マザーズ上場
「株式会社レナサイエンス」

2021年12月24日東証マザーズ上場
「サスメド株式会社」

2022年11月22日東証グロース上場
「株式会社ティムス」

2023年4月12日東証グロース上場
「株式会社ispace」

2023年8月1日米NASDAQ上場

「ピクシーダストテクノロジーズ株式会社」

M&A実績の例
2020年11月16日
「株式会社フォトニックラティス」

2023年1月31日
「株式会社スーパーナノデザイン」

最近のIPO・M&A実績例

東
北
地
方
で
登
記
さ
れ
て
い
る
企
業
数

 

社
17



加速する東北大学発スタートアップ 12

アントレプレナーシップ育成プログラム
年間 2,328名

※2023年度受講者

東北大学ビジネスインキュベーション
プログラム

Seed Funding 107件（総額10億円）

東北大学ベンチャーパートナーズ（株）
第1号ファンド 96.8億円 26社投資
第2号ファンド 78億円 19社投資

直近IPO実績 ispace社など 6件
M&A実績 2件

東北・新潟10大学対象
Seed Funding 30件（総額4.4億円）

東北大学発スタートアップ 199社
ユニコーン 1社



13東北大学の全方位・多層的なグローバル連携戦略

• グローバル共同研究
• 教員と学生の相互派遣・受入
• お互いの大学の研究開発インフラへのアクセス
• 多層的なグローバル共同研究室
• 大学院共同学位プログラム

大学間の
研究・教育連携

• グローバル産業界との共同研究開発
• 共創研究所
• 産業界との共同教育プログラム開発

大学と産業界の
連携

• 共同でのスタートアップ支援
• スタートアッププログラム
• 社会実装
• 共同VC

スタートアップ
支援

• 技術の解説
• 高校生の啓発活動（オープンキャンパス等）

若手科学者の
育成

将来の技術担い手を育成



14シカゴ大学-東北大学量子アライアンス

• 共同研究、共同シンポジウム
• 教員と学生の相互派遣・受入
• お互いの大学の研究開発インフラへのアクセス
• 多層的な共同研究室
• 大学院学位の共同指導プログラム

大学間の
研究・教育連携

• 量子技術の産学連携組織「Q-STAR」との共同教育
プログラム

• 産業界との共同研究
大学と産業界の

連携

• 共同でのスタートアップ支援、ワークショップ
• シカゴ大学スタートアッププログラム”Duality”の

展開
• 社会実装
• 共同ベンチャー投資

スタートアップ
支援

• 技術の解説
• 中高校生への啓発活動（オープンキャンパス）
• 体験型学習

若手科学者の
育成

Mentorsh ip from 

business, technical 

and domain 
experts

State-of-the-Art  

Facilities

Industry 

Exposure
Fund ing
$50,000

Entrepreneurial  

Train ing
Access to  

Talent

Mentorsh ip from 
business, 

technical and 
domain experts

State-of-the-Art  
Facilities

Industry 
Exposure

Funding
$50,000

Entrepreneurial  
Train ing

Access to  
Talent

Quantum Venture Support

Quantum Research at Tohoku Univ.

Quantum Application

Prof. 
Ohzeki

Prof. 
Kobayashi https://dwavejapan.com

Quantum annealing to find optimal 
solution with ultra-high speed!

Quantum Communication
Control of entangled photons!

Prof. MatsudaProf. Kaneda

Quantum Computer
Ultra-fast superconductor/semiconductor 
quantum computer!

Prof. Yamashita Prof. Otsuka

Quantum Sensor
Ultra-sensitive spin/diamond quantum 
sensor!

Prof. 
Oogane

Prof. 
Morishita

Prof. 
Kuwahata

Quantum Materials

Prof. 
Kohda

Prof. Sato Prof. Kato

Creation of new quantum materials!

Theory

Prof. 
Matsueda

� � = � �

New theory and material design!

Prof. 
Koretsune



15未来の量子科学者へ：シカゴ大学と共同でオープンキャンパス展示

小中高生との量子ゲームの様子

世界と繋がる東北大学を体験
シカゴ大教授・学生が来日参加



16先端研究ハブをレバレッジする戦略的都市投資

グローバル人材の
生活・教育基盤

「家族で住みたくなる街」

先端技術の商用化基盤
・インフラ

・投資環境＄
・人材供給

スタートアップ
成長支援

基盤的研究

分野融合研究

トップレベル
研究 企業クラスター

インダストリーパーク
コアリサーチクラスター

サイエンスパーク

グローバルに人材と企業を引き込む力に投資

地域自治体の基盤投資

The Greenest City 仙台



17ベストプラクティス：米国イリノイ州の戦略的投資

https://chicagoquantum.org/IQMP

⚫ 量子技術・マイクロエレクトロニクスパークを2024年に建設

⚫ 総投資$500M(750億円)、敷地面積178万m2

⚫ 量子研究開発・商用化の「グローバルハブ」を目指して産業エコシステムをスケールアップ

⚫ 最大$60B(9兆円)の経済効果と数千人の雇用機会を創出

⚫ シカゴ大学など量子研究ハブに近接、交通・電力・冷却インフラを備えた戦略的立地

シカゴ大学
Awschalom教授
（量子科学）

イリノイ州
Pritzker知事

東北大学
田中



18世界の研究開発ハブを目指した戦略的都市作り

グローバル人材の
生活・教育基盤

「家族で住みたくなる街」

先端技術の商用化基盤
・インフラ

・投資環境＄
・人材供給

スタートアップ
成長支援

地域自治体の基盤投資

The Greenest City 仙台

国内外スタートアップ
成長拠点の形成

・インキュベーション
・VC/資金支援
・社会実装機会の提供

・商用化拠点のインフラ利便性の提供（電力・冷却・交通/運輸）
・関係産業の太いパイプ
・地域インセンティブの供与
・潤沢な人材供給とリスキリング機会の共有

商用化のための基盤提供、産業クラスター構築

グローバルな生活環境・教育の提供

・子女が英語で教育を受けられる環境、インターナショナルスクール
・海外からの生徒のための教育環境（シェルター授業など）
・ファミリーのサポート（ホストファミリー制度など）
・医療サポート制度
・住み続けたい感覚



19まとめ

1. 東北大学の卓越した研究エコシステムに世界中から研究リソース
を惹きつける体制を作る

2. 大学と都市のコ・デザインで投資を呼び込み発展を図る

3. 先端研究ハブをレバレッジする戦略的都市投資が重要

4. グローバル人材を受け止める生活・教育環境の整備が必須
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